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26.開院後1年の要状と 2.3の臨床的問題につい

て
 
0玉置哲畠，辻揚雄，伊藤達雄
〈富山室科薬大)
富山医薬大関属病院が開院して以来14カ月が経過し，
教授以下医局員11入による活発主臨床活動が行われてい
る。なかでも脊椎疾患は症例も多く，腰椎に対しては辻
はヲ前方浸襲による権問板橋出街，また腰部脊椎管狭窄
症に対する権問関鮪を温脊した widelaminectomyとし
て trumpetlaminectomyさらに degenerativesegme-
ntal stenotic spinal canal stenosisに，限局的権弓切除
衝など新しい試みを行っている。また伊藤は頚椎誰弓浮
上様iこ椎弓国定併を加味した方法を臨床応用しはじめ，
いずれも安定した成績を得ている。 
27. Total vertebrectomy後の脊柱再建徳のー症例
。大木 勲，渋谷光柱(自治豆大〉
第 8si毎椎iこ発生した osteoblastomaで完全麻庫を来し
た11歳男の症倒に対し， total vertebrectomy を行った
後に 4回の脊柱国定手術を行って，脊柱再建;こ成功した
拐を報告した。症剖は S53. 11.22.当院小児科入院。
完全麻惑とえEって S54. 1. 8整形外科転科， 2. 2. 
Halo-pelvic app.装置， 3. 6. Total spondylectomy十 
ant. fusion + Harrington dist rods (2本)， 4. 24. Po-
sterior fusion+H-comp rods，55.2.1. Postero lateral 
usion + H-comp. rods (再)， 6. 27. Th6-10 Anterior 
Strut graft，9. 1.起立開始， 11. 18.独歩退院。
これまでの Total vertebrectomyの報告はわずか 4
例のみである。 
28.脊椎分離症並びに脊椎すべり症の手術適応につい
て
立岩正孝(立岩整形)
最近10年間に当読外来をおとずれた本症患者は 1，453
名である。保存的療法によるも軽快せず観血的療法に至
ったものは 210名である。これを神経学的所見，麓カテ
スト， Myelo所見よ予検討すると，多くの例が同一誰開
又は異った椎関に題きた椎間板ヘルニアに対する治壌で
あった。従って手街遥応は，椎間板ヘノレニアに対するも
のであると云ってもよい。手術方法は，脊椎の構築学的
弱点を補うという意味で酉定を加えている。 
29.椎間板髄核造影に対する C.T. scanの試み
。村上正純，富田搭，西山議
毘波秀文 (金沢病競)
椎間板髄核造影全12例35権問;こ対し， C. T. scanを
行い種々変性髄核畿の 2次元的措出を試みた。 C.T.像
による分類を行い，症例を供覧しつつ単結ディスコ橡と
の比較検討を行った。
前方法による椎間板切除に際し， C. T.像にお吋る 
hernial hole，hernial massの状態を参考として充分な
栓開板割出が可能であり手禽成讃の向上に有益であると
思われる。 
30.脊椎彊霧における CTの経験
。永頭譲史，接原寛体，藤家光菱
住吉徹是，ふ林謹一，佐久間博
(松戸市立〉
我々は本年4月より 11月までに 7例の脊椎題蕩， 3例
の脊椎炎に対し CTスキャンを行い検討した。その結
果，脊誰腫蕩における CTでは腫療による脊誰の破壊
程度や病変の広が担，さらに脊椎周辺の軟部組織におけ
る腫蕩の有無や脊椎との相互関採などの把握が可能であ
った。また，放射隷治療に際しては腫蕩の深さや照射野
の決定に極めて存用な情報が得られた。しかし脊椎炎と
の鑑別は医難な場合もあり，さらに検討を要すると考え
られた。 
31.跨脱直語障害を主訴とした麗他部移行誰誰開板へ
ルニアの 1例
。佐々木孝，雷原道和〈成田日赤〉
山根友二郎(帯京大〉
塩沢 博〈塩沢整形〉
症例は28歳女性，主訴は藤脱直腸障害，入院時は提反
射正常，ラセーグ症侯陰性，筋力豆常であったが区丹反
射低下，区囲知覚霞害を認めた。ミエログラフィーでは 
L6・S1間で、椎間板に一致して完全ブロック。椎弓切除に
よ予 E大脱出ヘルニア揺出し術後工カ月にて排震排京聾
害改善が認められた。移行雄隠板ヘルニアは撞めて稀で
あり通常の椎開板ヘルニア特有の下肢症状を示さないこ
とに注意が必要である。 
32.盟icrosphere法による脊髄車涜動慈の検討
。山本自由説，有水昇(千大・放射線〉
却藤之慶，松爵明(千大〉
馬尾註間歎性酸行の発現機序を検索するために， Mi・
